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クラシノソコアゲ応援団・街頭行動第１８弾は、

１２月７日午後５時から福島駅東口（ツイン広場前）

にて、連合福島と県労福協の共催で連合福島の役員

が中心となって開催された。 

 主催者を代表して今野泰連合福島会長が「企業の

営業利益が過去最高を上回る報道がされてはいる

が、リーマンショック前年の２００７年当時には届

かない現状にある。さらに、正社員は４８７万円、非正規社員は１７２万

円、立場の違いが３１５万円の格差を生み出している。雇用環境も統計上は失業率の改善で完全雇

用が実現したと言われてはいるが、企業や会社に雇われた働く者いわゆる雇用者のうち「パートタ

イマー」、「アルバイト」、「契約社員」などの非正規労働者は２，０００万人を超え、雇用者数の約

４割近い数字を示している。加えて、日本の貧困率は３年前の１６．１％から

１５．６％に下がったとはいえ、一人親世帯の貧困は５０．８％、ＯＥＣＤ加

盟国で最悪の水準とさえ言われている。既に、社会の分断、不安定、不安感は

一層増しており、頼りあえる社会へドラスティックに転

換しなければならない。２０１８春闘にむけて、労使関

係の強みを活かし、緊張と信頼関係のもと生産性向上と

そこから得られる成果の公正な配分を求め、特に同一労

働同一賃金などの均等待遇、有期契約者の無期転換の取

り組みなど、非正規労働者の処遇改善について、個別の労使、産業別の労使の

ど真ん中においた取り組み進める。そして、クラシノソコアゲ応援団として、

多様な価値観を理解しあい、不安におびえる社会から頼れる仲間の社会をめざ

す」と、挨拶した。 

 また、これまでの街頭行動で連帯をいただいてきた社民党福島県連からは代表の紺野長人県議会

議員から激励のご挨拶を頂き、さらに、県労福協の佐久間通事務局長より給付型奨学金制度導入の

現状と課題について報告がなされた。また、今回は、年末商戦

で賑わう駅前で人通りも多く、「働き方改革」のチラシ入りテ

ィシュを配布しながら、連合福島が取り組む「クラシノソコア

ゲ応援団」等の活動について理解と協力を訴え、加えて市民の

皆さんに労福協・連合福島の取り組みを理解をして頂く良い機

会となった。 
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